
イオンコンパス大阪駅前会議室 Room B
(大阪府大阪市北区梅田1-2-2 大阪駅前第2ビル15階）

会 場

主 催

時 間

3
16

17:00～19:00
開 催

(水)

第６回

参加費
単月参加 10,000円/回(税別)
※上記金額は1名分の料金です。
参加費につきましては、お申込み後請求書を
送付させて頂きます。

テーマ “続・2 0 2 2年度調剤報酬改定・徹底解説”

17：00～19：00

株式会社 Kaeマネジメント

定 員 20名

調剤報酬改定の「短冊」「答申」から見える薬局ビジョンをどのように皆さんは捉えたでしょうか。包括的な
点数であった調剤料と薬剤服用歴管理指導料が改変され、個々の業務をきちんと遂行しているのかという評価に
変わります。流れで算定をしてきた従来の形から、一つ一つの業務への取組に重点が置かれます。
地域支援体制加算はより柔軟な形となり、基本料１の薬局にとっては、更なる機能の評価となる加算２が新設、

基本料１以外の薬局にとっては、対人業務への取組を評価する要件が緩和された加算３が新設になり調剤報酬の
機能区分による評価へとチェンジが行われました。

4月から始まる新報酬に対して、4月までに準備を進めなければいけないコト、4月から始めなければいけない
コトを明確にする必要があります。現場にとって負担に感じる「自己負担額の増加」は4月に向けた下準備に
よって大きく緩和することができます。短冊が発表された時点から、新報酬に向けた準備が始まっていることに
気が付いているでしょうか。

報酬改定に対しては千差万別の意見がありますが、公的保険医療の標準化にはルールが必要なのは言うまでも
ありません。報酬を算定するということはネガティブなことではなく、薬局の貢献度を示す重要なエビデンスに
繋がることを知る必要があります。「木を見て森を見ず」目先の損得に右往左往するのではなく、2025年に向
けた長期的な視点が必要になります。並行して進む各種規制改革の流れも見落とすことができません。残された
最後の改定がある2024年は薬局業界にとってターニングポイントになります。

薬局経営研究会では、毎月の薬局経営に関するトレンドを整理して皆様に提供させていただきます。その後、
参加者の皆さまとの意見交換を通し課題の明確化、解決の糸口を探求します。

2時間という短い時間、だけどもとても濃い時間。薬局経営を真剣に考える時間をご提供します。

報酬
改定



お問い合わせ
株式会社Kaeマネジメント
東京都台東区浅草橋3-1-1 TJビル３F
連絡先 TEL:03-5829-6659 E-mail :seminar@kae-management.com

お申込み 「薬局経営研究会in大阪」 FAX 03-5829-6679
氏名

貴社名

ご住所 〒

電話番号

連絡先E-mail

参加日程 □ ２月１６日 □３月１６日

業界外が求める規制緩和の先にあるのは大手集約・薬局ビジネス構想

駒形 公大
株式会社Ｋａｅマネジメント
代表取締役
2025年戦略推進本部長

大学卒業後、ベンチャーキャピタルに入社。社長秘書
として新規事業立ち上げ支援などに従事。2010年に
㈱Kaeマネジメントに入社。医薬品価格交渉や、財務
コンサルティングを担当。中小企業の再生支援に従事。
2012年より政策担当として、厚生労働省や各政策審
議会等を傍聴。業界紙等には掲載されない生の情報を
提供。独自の戦略構築により、基本料特例解除など多
数達成。大手チェーン薬局幹部や、介護関係者、医師
と幅広いい人脈を持ち精力的に活動をする。Kaeの情
報はココから始まる。2020年４月より代表取締役。

NPO法人金融検定協会認定
中小企業事業再生マネージャー

研究会開催日

第1回 １０ 月２０日 (水)

第2回 １１ 月１７日 (水)

第3回 １２ 月１５日 (水)

第4回 １ 月１９日 (水)

第5回 ２ 月１６日 (水)

第6回 ３ 月１６日 (水)

医薬分業から50年が過ぎ、薬局が大きな転換期を迎えています。調剤報酬改定が注目される中ですが、
したたかに規制緩和に向けた議論も進められています。保険薬局事業は薬機法や薬剤師法などの法律と
いう大きな参入障壁によって守られてきました。しかし、いまその壁が崩れようとしています。
大規模がいいのか、小規模がいいのか、はたまたドラッグストアやオンラインがいいのか。これらを

判断するのは患者であり、業界ではありません。選ばれた業態が示す結果論です。時代は2022年にな
り、ロボットがモノを運び、オンラインは距離や時間の制限から私たちを解放します。大きな時代の変
化を迎えている中、薬局を含めた医療も変化が求められることは避けられない事実です。
なぜ「調剤の外部委託」を勧めたいのか、「オンライン薬局」を可能としたいのか、その先に何があ

るのか。なぜ、経団連が薬局業界に目を向けて改革を求めるのか。
「門前薬局」というガラパゴスからの脱却には、勇気を持った一歩が必要になります。

参加者募集

参加者募集

参加者募集
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